
お客様のソフト資産を有効活用し、アルゴリズムのハードウェア
アクセラレータ化・最適化を実現します。

お問い合わせ／資料請求
〒370-8585 群馬県高崎市双葉町３番１号 SE部 Zynq担当
URL ： http://www.oki-oids.jp/ ＴＥＬ ： ０２７－３２４－２１３９（直通）

ZYNQ-7000 All Programmable SoC

Processing System(PS)

ザイリンクス ZYNQ-7000 All Programmable SoC対応

●デモ構成

※ この資料の記載内容は、予告なく変更する場合があります。
※ 記載されている会社名、製品名は一般に各社の商標または登録商標です。
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ソフトウェア処理 約70ms －

アクセラレータ化、最適化前 約8 ms 約9倍UP

アクセラレータ化、最適化後 約3ms 約23倍UP

アプリケーション例
・医療機器
・産業機器
・オートモーティブ
・インテリジェント監視カメラ

・SDSoC実施後・SDSoC実施後
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SDSoCを用い、Video Processing Engineを
ハードウェア化 ＆ 最適化実施
SDSoCを用い、Video Processing Engineを
ハードウェア化 ＆ 最適化実施

実施例
高速処理が必要となる

アプリケーション開発に最適！

Hardwareアクセラレータ最適化フロー

アルゴリズムの
細分化＆最適化

アルゴリズムの
処理時間分析＆FPGAリソース分析

アルゴリズムの
アクセラレータ最適化実現

アルゴリズムの
解析

アルゴリズムの
SDSoCによるハードウェア化

SDSoCの特徴

SoC向けEmbedded C/C++ アプリケーション開発環境であり、
C/C++言語で作られたアルゴリズムをハードウェアアクセラ
レータ化し、高速化を実現します。

SDSoCを用い、HWアクセラレータ化し、処理性能を向上させ
る為には、ユーザーにて、FPGA化に適した記述へ変更、お
よびHWアクセラレータ化は、FPGAリソースとのトレードオフと
なる為、処理を細分化し、HW化するブロックの見極め事が必
要となります。弊社は、蓄積してきた技術力により、アクセラ
レータの最適化を実現致します。

ザイリンクス社のプレミアパートナーとして、最新のテクノロ
ジーをお客様に提供致します。

蓄積してきた技術力、そしてザイリンクス社のプレミアパート
ナーとして、お客様の製品価値の向上および開発期間の短
縮を強力にサポートします。

OIDSの利点

SDSoCを用いたアルゴリズムの
Hardware アクセラレータデザインサービス


